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経営ソリューション
｢モノづくり技術+と｢企業経営+の新たな関係

｢モノづくり技術というナレッジで,
製造業の復興に貢献していきま溌+

モノづくり技術事業部 事業部長

清水盾夫

長引く景気低迷の影響で,元気がないと評されるわが国の製造業｡

しかし,今,求められているのはあきらめではなく,意識改革と技術革

新,そして経営改革である｡日立グループは現在,グループ全体で,モ

ノづくり技術革新とナレッジ(Knowtedge)を核とする戦略的ITを

活用した経営効率の向上を推進している｡さらに,その社内改革で得

たナレッジを,製造業全体のために役立てることにも取り組んでいる｡

日立グループが考える新しい｢モノづくり技術+について,モノづくり

技術事業部の清水盾夫事業部長が語る｡

着実な成果を上げる,

日立グループの菅ノづくり改革

モノが売れない時代,と言われて久

しい｡景気は低迷し,日本企業,特に

経済をけん引してきた製造業は,かつ

ての勢いとともに自信さえも失ってしま

ったかのように見える｡その原因の一

つとして指摘されるのが,過去の成功

体験に縛られていること｡つまり,過ぎ

去った時代の価値観やビジネス形態,

そして旧来のモノ製造,販売や経営シ

ステムから脱却できず,国際市場の変

革に対応できないのが問題なのだと｡

｢市場は世界規模で激変しています｡

だから,企業も変わらなければなりま

せん｡日立グループとて例外ではなく,

技術革新と経営の手法そのものを変

え,『人と技術を生かす経営しやすい

仕掛け』をつくる必要があります｡それ

が,現在,モノづくり技術事業部が中

心となって日立グループ全体で推進し

ている全社改革プロジェクトとモノづく

り技術基盤の強化活動です｡+(清水事

業部長,以下同)

全社改革プロジェクトとして現在推

進しているのは,(1)TSCM(Total

Supply Chain Management)改革,

(2)従来の経営ノウハウを技法化し,

知的資本(非財務資本)やシミュレーショ

ン技術を活用した｢ワールドワイドリアル

タイム経営システム+への改革,(3)設計

技法と統合ディジタルエンジニアリング

の活用による設計期間短縮,設計品質

向上活動である｢HiSPEED21活動+,

また,(4)現場の匠(たくみ)技能を最

新のディジタルメディア技術を用いて伝

蜜′

承し,さらに高度な匠技能へ挑戦する

｢e-Meister活動+などである｡

モノづくり技術基盤の強化活動とし

ては,世界トップクラスの技術エキスパ

ートを派遣し,日立グループ内の新技

術開発や,実務を支援するPT(生産技

術チーム)活動およびコンサルティング,

各技術分野のグループ内技術交流,技

術開発を行う部会活動などを推進して

いる｡

中でもTSCMは,一般的なSCMで

主眼を置く｢モノの流れ+に加え,｢カネ
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ワールドワイドリアルタイム経営システム

の流れ+と｢情報の流れ+もビジュアライ

ズし,業績向.とのためにトータル業務

プロセスを革新する新技法も導人す

る,いわば日立流の,モノづくり現場を

踏まえた経営システムの基盤となるトー

タルSCMであり,ITを戦略的に活用し

ながら,全体最適化と低コスト経営シ

ステムの基盤を構築する｡また,ワール

ドワイドリアルタイム経営システムは,従

来の財務情報に加え,非財務情報や

ナレッジ(知的資本)を戦略的に活用

するものであり,具体的には,BSC

(Balanced Score Card)手法,FIV

(FutureInspiration Value)やスルー

プット技法によるリアルタイムキャッシュ

フロー･収益の把握と,マネージャ問の

相互コミュニケーションによって,リアル

タイム意思決定を支援する戦略的経営

システムである｡さまざまな事業形態

に合わせてビジネスモデルを再構築す

ることにより,顧客満足度と経営品質

のいっそうの向上を図る｡

｢そのためには,大胆な意識改革も

必要です｡量産系製品の寿命が3か月

以下と言われる状況下では,マンスリ

ーな視点の経常などは通用しません｡

ワールドワイドにウイークリー,デイリー,

時にはリアルタイムで,しかも適切な意

思決定をしなければならない｡そのた

めに,適切な判断をタイムリーに下すた

めの仕掛けを,従来の人間系から戦

略的ITを駆使したワールドワイド新経

営システムに置き換えるのです｡+

こうした意識改革と,迅速かつ適切

な経営判断の成果は,2000年4月のモ

ノづくり技術事業部設立以来,早くも形

となって表れてきた｡受注から納品ま

での生産リードタイムはグループ平均で

従来の約30%まで短縮し,2001年度

の連結フリーキャッシュフロー2,000億

円を計上したほか,開発期間の‡化,
生産用在庫の圧縮(約‡化),計画サ
イクルタイムの日次,過次化など,ワール

ドワイドな経常品質向上への改革は確

実に進んでいる｡

培っ若きた幅広』1テレッジを

社会全体の梁塵に

｢そもそも,私たちの言う『モノづく

り』とは,単なる製造という意味ではあ

りません｡前述したTSCM改革,開

発･設計改革,e-Meister技能伝承活

動,実務支援PT活動などによって,日

立グループ内の各先端技術を融合さ

せた新商品開発や,日立の経営資源

を戦略的に捕用するワールドワイドリア

ルタイム経常システムを構築することに

より,日立のシナジー効果を発揮し,日

立の経営基盤を強固にすることです｡+

つまり,目立グループが確立を目指す

｢モノづくり+とは,わかりやすいことばを

使うなら｢お客様と向き合ったエンジニ

HITACHl
lnspiretlleNe¥モ

アリング+とも言える｡日立グループが

脈々と受け継いできた｢信頼+という

DNAに,お客様のニーズを,お客様の

望みに限りなく近い形で肉づけするこ

と｡さまざまな技術の連携によって成

り立つ｢モノづくり+の最終目標は,そ

こにある｡

さらに,こうした理想のモノづくり実

現のために社内で開発,導入している

技術やノウハウを,ソリューションとして

社外へも提供していることが,モノづく

り技術事業部の大きな特徴でもある｡

｢みずからの改革から獲得したナレ

ッジをツールとして提供し,コンサルテ

ィングと実務支援を行います｡その中

で得た経験を反映させて,ツールにさ

らに磨きをかけるわけです｡私たちの

課題は,わが国の製造業に共通する

課題でもあります｡それを共に解決し,

共に意識改革を進め,モノづくり技術

の究極を追求することで,再び日本の

製造業の時代が迎えられるものと思っ

ています｡+

社会への貢献という目立グループの

理念は,ここにも息づいている｡

｢モノづくり技術事業部は,庄山社

長と佐藤専務ほか経営幹部の思いを

込め,英語でも``MONOZUKURI

EmgineeringDivision''としました｡お

客様が求めるほんとうによいモノをつ

くることは,わが国の得意技であり,わ

が国にはそれだけの技術と頭脳があ

ることを再認識したいのです｡総合電

機メーカーとして培ってきた日立グルー

プの幅広いナレッジは,そこで必ず活

用できるはずです㌔+
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